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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年4月27日(2017.4.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２５１】
　命令情報は、さらに、ダウンリンク制御情報のフォーマット、ＣＲＣをスクランブルす
るためのＲＮＴＩ、及びダウンリンク物理制御チャネル検出のための探索空間を示すため
にも使用される。ここで、ダウンリンク物理制御チャネルは、共通の探索空間で伝送する
ことができる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２５２】
　基地局は、命令情報を送信することによって、ダウンリンク物理制御チャネルの検出方
法をユーザ機器に対して示し、ユーザ機器は、基地局によって示された検出方法に従って
共通の探索空間内でダウンリンク物理制御チャネルを検出することに留意されたい。この
ようにして、ユーザ機器によって実行される検出の数を低減することができ、これにより
、ユーザ機器が実行する必要がある複数回のブラインド検出によって生じるアクティブ化
時間又は非アクティブ化時間が長くなることを回避することができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２７１】
　具体的には、ユーザ機器は、ダウンリンク物理制御チャネルの共通の探索空間で、ＲＮ
ＴＩ（基地局がＣＲＣをスクランブルするためにキャリアアクティブ化ＲＮＴＩを使用し
ている場合）に従ってダウンリンク物理制御チャネルのＣＲＣをスクランブル解除して、
第１のキャリア情報を伝送するダウンリンク物理制御チャネルを決定することができる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】０２９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２９１】
　命令情報は、さらに、ダウンリンク制御情報のフォーマット、ＣＲＣをスクランブルす
るためのＲＮＴＩ、及びダウンリンク物理制御チャネル検出のための探索空間を示すため
にも使用される。ここで、ダウンリンク物理制御チャネルは、共通の探索空間で伝送され
る。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２９２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２９２】
　基地局は、命令情報を送信することによって、ダウンリンク物理制御チャネルの検出方
法をユーザ機器に対して示し、ユーザ機器は、基地局によって示された検出方法に従って
共通の探索空間内でダウンリンク物理制御チャネルを検出することに留意されたい。この
ようにして、ユーザ機器によって実行される検出の数を低減することができ、これにより
、ユーザ機器が実行する必要がある複数回のブラインド検出によって生じるアクティブ化
時間又は非アクティブ化時間が長くなることを回避することができる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３３９】
　命令情報は、さらに、ダウンリンク制御情報のフォーマット、ＣＲＣをスクランブルす
るためのＲＮＴＩ、及びダウンリンク物理制御チャネル検出のための探索空間を示すため
にも使用される。ここで、ダウンリンク物理制御チャネルは、共通の探索空間で伝送され
る。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３４０】
　基地局は、命令情報を送信することによって、ダウンリンク物理制御チャネルの検出方
法をユーザ機器に対して示し、ユーザ機器は、基地局によって示された検出方法に従って
共通の探索空間内でダウンリンク物理制御チャネルを検出することに留意されたい。この
ようにして、ユーザ機器によって実行される検出の数を低減することができ、これにより
、ユーザ機器が実行する必要がある複数回のブラインド検出によって生じるアクティブ化
時間又は非アクティブ化時間が長くなることを回避することができる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３８２】
　本実施形態では、命令情報は、さらに、物理ダウンリンク共有チャネルのフォーマット
及び物理ダウンリンク共有チャネル検出のための探索空間をユーザ機器に対して示すため
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にも使用される。ここで、物理ダウンリンク共有チャネルは、共通の探索空間で伝送する
ことができる。第１のキャリア情報は、キャリアのキャリア状況を含み、第１のキャリア
情報は、ユーザ機器がキャリア状況に従ってそのキャリア上で通信を実行できるようにす
るために使用される。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３９９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３９９】
　命令情報は、具体的には、物理ブロードキャストチャネルのフォーマット及び物理ブロ
ードキャストチャネル検出のための探索空間を示すために使用され、物理ブロードキャス
トチャネルは、共通の探索空間で伝送することができる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４００】
　基地局は、命令情報を送信することによって、物理ブロードキャストチャネルの検出方
法をユーザ機器に対して示し、ユーザ機器は、基地局によって示された検出方法に従って
共通の探索空間内で物理ブロードキャストチャネルを検出することに留意されたい。この
ようにして、ユーザ機器によって実行される検出の数を低減することができ、これにより
、ユーザ機器が実行する必要がある複数回のブラインド検出によって生じるアクティブ化
時間又は非アクティブ化時間が長くなることを回避することができる。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０４】
　命令情報は、具体的には、ダウンリンク物理制御チャネルのフォーマット、ＣＲＣをス
クランブルするためのＲＮＴＩ、及びダウンリンク物理制御チャネル検出のための探索空
間を示すために使用され、ダウンリンク物理制御チャネルは、共通の探索空間で伝送する
ことができる。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０５】
　基地局は、命令情報を送信することによって、ダウンリンク物理制御チャネルの検出方
法をユーザ機器に対して示し、ユーザ機器は、基地局によって示された検出方法に従って
共通の探索空間内でダウンリンク物理制御チャネルを検出することに留意されたい。この
ようにして、ユーザ機器によって実行される検出の数を低減することができ、これにより
、ユーザ機器が実行する必要がある複数回のブラインド検出によって生じるアクティブ化
時間又は非アクティブ化時間が長くなることを回避することができる。
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